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ガラス球層をふるいとした牛糞内肝蛭卵検査法

２．傾斜状態での回転を与える方法の基礎試験

平詔亨↑吉原忍十上野計↑

吉原豊彦§岩瀬賢介:ｔ

(昭和53年６月６日受領）

粗大な牛糞の食物残澄から肝蛭卵を分離する方法を模

索している過程で，著者らはこれまでの方法と異なる新

しいふるい分け法を独自に見出した．その原理は動的な

ふるいであり，ふるいとして用いたガラス球層に所定の

運動を与えることによって，沈殿した肝蛭卵を積極的に

分別する方法である．

前報（平ら，1978）では，その運動として振動をとり

あげ，肝蛭卵の回収に適した振動条件を明らかにし，こ

の検査法をＶＧＢ法として報告した．今回の報告は振動

の代りに，傾斜状態での回転を与える方法（Slanted‐

rotationtotheglassbeadlayertechnique，ＳＲＧＢ

法）についての基礎試験である．
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材料と方法

可検材料と肝蛭卵回収率：前報(平ら,1978)に準じ,肝

蛭非寄生牛の糞１９の液に所定数の肝蛭卵を実験的に混

入させた材料を供試した．回転速度および回転数につい

ての実験には肝蛭卵綻60個を加えた材料を用い，ＳＲＧＢ

法の精度を調べる実験では１～64個の虫卵を２を底とす

る対数で等間隔７段階の材料を作り，使用した．虫卵回

収率は検査前に加えた虫卵数に対する回収虫卵数の百分

率とした．

ガラス球と遠心管：粒径500～710’ｍのガラス球３９

を敷いた60ｍｌ容量の丸底遠心管を基礎容器とした．こ

れらは前報と同一のものを使用した．

回転装置（Photo､１）：これは円形の遠心管立（Ａ)，

スタンド（Ｂ）およびモーター（Ｃ）から成っている．

Photo・lApparatusofrotationontheSRGB

technique．

円形の遠心管立（Ａ）は遠心管20本が立てられる直径３２

ｃｍの塩ビ製で，その底面中心部に軸受を付けた．

スタンド（Ｂ）は円形の遠心管立の軸受を支点として，

遠心管立が傾角35麦に保たれるように調整された鉄製の

ボルトを用いた．また円形の遠心管立を一定の速度で回

転させるため減速モーター（Ｃ）（OmegamotorSM-3

型，オメガレクトリック，東京）を設置した．

回転速度と回転数：肝蛭卵回収率におよぼす回転速度

を調べる実験では，回転数を５回に定め，遠心管立を１

回転させるに要する時間を０（静置)，２，４，８，１６，

および32秒の他に，１回転10秒を目安とした手動による

回転を行なった．

肝蛭卵回収率におよぼす回転数を調べる実験では，回

転速度を１回転あたり１０秒に定め，回転数を０，１，２，
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l）rixedthevelocityatlOsec・perarotation

３，５および８回の６段階とした．また，ＳＢＧＢ法の精

度を調べる実験では，１回転あたり１０秒を要する速度で

５回の回転を行なった．

ＳＲＧＢ法の術式：前報に述べた振動の代りに前述の回

転装置による回転を行なった．その他の術式は前報に準

じた．

2．肝蛭卯回収率におよぼす回転数（Table２）

回転数０，１，２，３，５および８回における回転数０，１，２，３，５および８回における虫卵回

収率の平均はそれぞれ38.8,53.6,69.3,77.4,75.4お

よび75.7％であり，３回転以上において高い虫卵回収率

が得られた．

３．ＳＢＧＢ法における肝蛭卵回収の精度（Table３）

牛糞１９の糞液に肝蛭卵を１，２，４，８，１６，３２お

よび64個を加えた材料についてそれぞれ20河の検査を，

１回転あたり１０秒を要する回転速度で５回転する条件の

もとに実施した．その結果，虫卵回収率はそれぞれ55,

73,65,71,73,68および71％であった．また20回の検査

における肝蛭卯検出率は虫卯１個を加えた材料.で１１/２０

(55％)，虫卯２個および４個で１９/2０（95％）そして虫

成績

１．肝蛭卯回収率におよぼす回転速度（Tableｌ）

１回転あたり０（静置)，２，４，８，１０（手動回転)，

16および32秒を要する回転速度における平均虫卵回収率

は，それぞれ２７．９，４１．５，６４．４，６６．８，６５．５および68.7

％であった．

6８



389

Table3NumberofFhscioZaeggsrecoveredfromlgramofcattlefeces
miｘｉｎｇａｓｅｒｉａｌｎｕｍｂｅｒｏｆｔｈｅｅｇｇｓｂｙｔｈeSRGB-techniqueD

Ｎｏ．ofFhscZomeggsmixed
SampleNo．

１ ２ ４ ８ 1６ 3２ 6４

１
２
３
４
５
６

０
０
１
１
１
１
０
１
０
０
１
０
１
０
１
１
１
０
１
０

１
人
ｎ
〉
『
上
『
上
ｏ
】
ｏ
】
勺
上
『
上
司
上
ｏ
】
『
上
ワ
】
『
上
ワ
】
ワ
】
ワ
］
ワ
】
『
上
ワ
】
ワ
］

１
３
４
（
ｏ
］
ｎ
ｏ
、
〉
ワ
】
１
ｊ
４
Ｏ
】
４
４
４
４
、
、
１
，
，
、
。
ｏ
】
３
ｎ
ｏ

６
６
６
６
３
７
６
５
５
７
４
４
６
７
４
６
６
６
７
６

８
３
８
４
２
５
１
１
４
２
０
４
１
１
１
１
４
１
９
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

４
９
５
６
１
０
２
８
９
６
５
９
３
７
８
７
１
０
１
５

２
１
２
１
２
２
２
１
１
２
２
２
２
１
１
２
２
２
２
２

８
９
１
７
５
１
７
３
２
８
４
３
６
５
５
７
３
４
４
１

４
４
５
４
４
４
３
４
４
３
４
５
４
５
４
４
４
４
５
４

己
の
閂
①
し
。
。
①
渭
的
、
、
①

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

ご
○
ご
国
富
｝
○
・
ｏ
ｚ

Ｎｏ．ofpositivesamples

Positiveofsamｐｌｅｉｎ％

1１

５５．

1９

９５．

1９

９５．

２０

１００．

２０

１００．

２０

１００．

２０

１００．

TotalＮｏ．ｏｆｅｇｇｓｍｉｘｅｄ

ＴｏｔａｌＮＱｏｆｅｇｇｓｒｅｃｏｖｅred

Recoveryrateofeggiｎ％

640

436

６８．

2０

１１

５５． ●

（
叩
叩
一
〉
（
叩
〕
，
）
（
叩
く
、
）

刎
扣
］
（
（
叩
欠
］
〔
Ｕ
”
’

●

（
、
叩
）
〈
血
〃
〈
】
｛
●
民
四
）

（
）
（
）
戻
乢
（
、
）
（
・
【
ｕ
）

160

113

７１．

320

233

７３．

1,280

９１３

７１．

１）FixedthevelocityatlOsec・perarotationandrotated5times

卵８個以上で20/2０（100％）であった．たＶＧＢ法を考案し，基礎試験成績からのその肝蛭卵回

収率は60～70％であったと報告している．今回はＶＧＢ
者察

法における振動の代りに，ガラス球層を傾斜状態で回転

肝蛭卵検査法の精度を調べるためには，虫卵検出率ぱさせることによって，肝蛭卵を積極的に分別する方法を

かりでなく，既知の肝蛭卵数を含む糞便からの虫卵回収考え，肝蛭卵回収率を測定値とした基礎試験を行なっ

率を測定することが望ましい．赤羽ら（1975）は，このた．

虫卵回収率を測定値として，人肝蛭症患者の糞便につい 回転運動を利用した肝蛭卵検査法としては，時計Ⅲ法

て数種検査法の比較試験を行なっている．その結果，最（岩田，1963）おび隠岐法（坪倉ら，1968）があるが，

も高い肝蛭卵回収率は界面活性剤による前処理を組み合いずれも求心性操作そのものによる集卵法であり，ガラ

わせたＡ･Ｍ・ＳⅢ法にみられ，その率は52.7％であつス球などは使用していない．

たと述べている．前報に述べたＶＧＢ法と今回のＳＲＧＢ法を比較する

これとは別に平ら(1978)は，牛糞内肝蛭卵を対象としと，肝蛭卵回収の精度の点では両法の差は認められず，

て，これまでの方法と原理が異なるふるい分けを応用しいずれも60～70％の虫卵回収率が得られた．しかし運動

（６９）
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の制御および操作の難易の点ではＳＲＧＢ法の方がＶＧＢ

法より優れていた．すなわち振動は運動そのものが複雑

であり，振動を正確に伝達させるため遠心管を固定する

必要があった．

これに対してＳＲＧＢ法における回転運動は単純な運

動であり，遠心管の固定が不要であるためその取り扱い

は容易であった．そしてＳＲＧＢ法では，あまり厳密な

運動を必要としないため，Photo」に示したモーターに

よる回転でなくても，１回転あたり10秒を要する速度を

目安とした手動による回転によっても，高い肝蛭卵回収

率が得られた（Tableｌ）．

このような結果から,ＳRGB法は比較的安価な器材に

よって検査できる方法と考えられる．しかし今回の報告

は実験的に肝蛭卵を加えた牛糞材料についての結果であ

り，ＳＲＧＢ法の実用性は肝蛭感染牛についての検査結果

を待たなければならない．

で１回転あたり10秒を要する速度で５回転する条件のも

とに，あらかじめ肝蛭卵１，２，４，８，１６，３２および

64個を含ませた牛糞１９の材料について，２０回の検査を

行なった。その結果，虫卵回収率はそれぞれ５５，７３，

６５，７１，７３，６８および71％であった．また20回の検査に

おける肝蛭卵検出率は虫卵１個を含む材料で１１/2０（５５

％)，虫卵２個および４個で19/2０（95％）そして虫卵８

個以上で20/2０（100％）であった．
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まとめ

前報に述べたＶＧＢ法における振動の代りに，傾斜状

態での回転を与える牛糞内肝蛭卵検査法（SＲＧＢ法）を

考え，その基礎試験を実施した．ＳＲＧＢ法の回転装置

は，２０本の遠心管が立てられる直径32ｃｍの円形の遠心

管立を，傾角35度を保ちつつ所定の速度で回転させるこ

とができるものを使用した．

高い肝蛭卵回収率は１回転あたり４～32秒を要する遅

い速度で３回転以上まわすことによって得られた．そこ

（７０）
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! Abstract j

NEW SIEVING TECHNIQUES WITH THE GLASS BEAD LAYER FOR THE

DETECTION OF FASCIOLA EGGS FROM CATTLE FECES

2. PRELIMINARY TESTS ON THE SLANTED ROTATION TECHNIQUE

Noriyuki TAIRA, Shinobu YOSHIHARA, Hakaru UENO

(National Institute of Animal Health, Tokyo, Japan)

Toyohiko YOSHIHARA

(Equine Health Laboratory, Tokyo, Japan)

AND

Kensuke IWASE

(Saita?na Meat Inspection Office, Saitama, Japan)

The VGB-technique for isolating Fasciola eggs in cattle feces was reported by Taira et

al. (1978). This paper was designed for the same purpose of the VGB-technique. The major

improvement of the present technique was application of the slanted rotation to the fine glass

bead layer (SRGB-technique) as a dynamic sieve instead of the vibration in VGB-technique.

Materials and procedures of this report were the same as the previous paper (Taira et al.,

1978) except the slanted rotation in the inclination of 35 degree. The apparatus for the rota

tion was composed of a diagraphic centrifuge tube rack (A) having 20 holes for centrifuge

tubes, a stand of a vertical axis (B) and a low speed motor (C) as shown in Photo. 1.

A high recovery rate of Fasciola eggs was obtained under the condition of the velocity

at 4-32 sec. per one rotation with more than 3 times of the rotation. A high recovery rate of

eggs was also obtained under the manual rotation which 5 times with the velocity about 10

sec. per one rotation as shown in Table 1.

Recovery rates of Fasciola eggs were examined 20 times on every sample of fecal mate

rials containing 1, 2, 4, 8, 16, 32 and 64 eggs, respectively, rotated 5 times with the velocity

of 10 sec. per one rotation. As the results, the recovery rates of eggs were 55, 73, 65, 71, 73,

68 and 71%, respectively. The positive rate of egg-recovery was 11/20 (55%) in the case of

contained only one egg, 19/20 (95%) in the case of 2 or 4 eggs and 20/20 (100%) in the case of

8-64 eggs as shown in Table 3.
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